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The Chinese picture had a long career and cam
e under the influence of various styles and technique, factions. It was m

odern tim
es, and  

countries and interchange such as W
est or Japan finally began, and im

provem
ent, the wave of the revolution cut a rudder from

 in China  
picture and a traditional corrupt practice to pursuit of the beauty. This study settled the discussion of people in pursuit of the theory that 

  was a chance. 
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一 

﹃
萬
目
草
堂
藏
畫
目
﹄
肉
筆
完
本
の
収
蔵 

 

こ
の
研
究
ノ
ー
ト
で
は
︑
第
一
に
︑
清
末
の
改
良
主
義
者
康
有
為
︵
一
八
八

五
～
一
九
二
七
︶
の
﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
と
そ
の
研
究
︵
注
１
︶
に
係
る
新

資
料
・
記
録
を
︑各
情
報
の
内
容
︑事
実
関
係
を
基
軸
に
整
理
し
て﹃
藏
畫
目
﹄

︵
収
集
絵
画
リ
ス
ト
︶
の
執
筆
背
景
を
明
ら
か
に
し
た
い
︒
第
二
に
︑
康
有
為

が
最
大
の
論
点
と
し
た
清
朝
︵
國
朝
︶
絵
画
の
収
蔵
リ
ス
ト
と
そ
れ
に
係
る
批

判
的
論
評
の
あ
り
方
を
再
検
証
し
た
い
︒
第
三
に
︑
中
国
近
現
代
の
学
者
・
教

育
家
で
﹁
法
相
唯
識
宗
﹂︵
唐
時
代
大
乗
仏
教
宗
派
の
一
つ
︒
日
本
に
お
け
る

現
存
最
古
の
宗
派
で
も
あ
る
︒︶
の
研
究
者
と
し
て
知
ら
れ
︑
中
国
近
代
の
仏

教
学
復
興
に
多
大
な
貢
献
を
残
し
た
仏
学
者
呂
澂
︵
一
八
六
九
～
一
九
八
九
・

注
２
︶
の
﹁
美
育
﹂
論
と
イ
タ
リ
ア
の
詩
人
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
及
び
﹁
未
来
派
﹂

に
つ
い
て
の
認
識
や
そ
の
相
関
関
係
を
明
瞭
に
し
て
︑呂
澂
の
発
信
意
図
は
何

処
に
あ
っ
た
の
か
を
整
理
し
た
い
︒
第
四
に
︑
革
命
家
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・

政
治
家
で
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄
の
主
編
者
陳
独
秀
︵
一
八
九
六
～
一
九
四
二
︶
の

﹁
美
術
革
命
﹂
論
の
影
響
に
つ
い
て
︑
呂
澂
と
の
間
の
通
信
を
比
較
検
討
し
て

中
国
絵
画
の
﹁
改
良
﹂
論
と
﹁
革
命
﹂
論
に
対
し
て
評
価
を
加
え
た
い
︒ 
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資
料
原
文
に
は
﹁
文
藝
﹂
と
い
う
術
語
が
散
見
さ
れ
る
︒﹁
文
學
﹂
と
﹁
繪

畫
﹂
に
つ
い
て
は
︑
と
も
に
﹁
藝
術
﹂
と
い
う
概
念
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
側
面

が
あ
る
が
︑
一
方
で
は
︑﹁
文
學
革
命
﹂・﹁
美
術
革
命
﹂
は
論
じ
分
ら
れ
て
お

り
︑
本
稿
で
は
専
ら
﹁
藝
術
﹂→

﹁
美
術
﹂→

﹁
繪
畫
﹂
の
枠
組
み
で
特
に
中

国
近
世
近
代
の
作
家
・
作
品
を
捉
え
直
し
て
︑﹁
文
學
﹂
論
は
必
要
に
応
じ
て

﹁
文
学
改
良
﹂
か
ら
﹁
文
学
革
命
﹂
へ
の
動
向
を
参
照
す
る
︒ 

な
お
︑今
回
使
用
す
る
資
料
が
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
重
要
性

に
も
鑑
み
︑
引
用
は
全
文
を
対
象
と
し
て
先
に
︑
考
察
は
後
に
ま
と
め
た
︒ 

﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
は
︑
中
州
書
画
社
と
河
南
美
術
出
版
社
か
ら
全
三
巻

﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄
が
出
版
さ
れ
た
当
初
か
ら
︵
一
九
八
三
～
一
九
八
五
︶

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
清
末
の
著
名
な
政
治
家
の
論
考
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
︑﹁
先
生
曰
；
﹂
と
︑
多
く
﹁
引
用
﹂
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
︒
こ
れ
は
門
人
だ
け
で
は
な
く
政
友
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
同
じ
で
︑
中
国
近
現

代
の
絵
画
史
論
︑
画
論
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
︒
康
有
為
が
如
何

し
て
中
国
絵
画
を
収
蔵
し
︑何
故
そ
れ
に
論
評
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
︑
未
だ
そ
の
本
質
に
迫
る
材
料
に
不
足
の
感
が
否
め
な
い
︒﹃
萬

木
草
堂
藏
畫
目
﹄
の
肉
筆
完
本
に
は
︑
康
有
為
自
身
の
跋
文
が
自
署
さ
れ
て
お

り
︑﹁
丁
巳
蒙
難
，
避
地
美
使
館
，
院
前
塊
，
交
霞
蔭
，
名
之
曰
美
森
院
。
﹂；

﹁
丁
巳
十
月
，
康
有
為
游
存
父
寫
於
美
森
院
，
墨
凝
筆
枯
阿
凍
書
。
﹂と
あ
る
︒

丁
巳
は
一
九
一
七
年
︑﹁
蒙
難
﹂
は
張
勲
復
辟
事
件
︒
康
有
為
は
こ
の
後
ア
メ

リ
カ
公
使
館
美
森
院
で
こ
の
収
蔵
絵
画
リ
ス
ト
を
書
い
た
︒復
辟
事
件
は
一
九

一
七
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
十
二
ま
で
の
十
二
日
間
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
︑

ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
逃
れ
た
の
ち
の
収
蔵
画
の
研
究
は
約
三
か
月
に
及
ん
だ

こ
と
に
な
る
︒
晩
年
の
康
有
為
に
と
っ
て
︑
宣
統
帝
溥
儀
を
擁
し
て
清
朝
復
活

を
め
ざ
す
運
動
は
ま
さ
に
煩
わ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒ 

さ
て
︑
新
し
く
加
え
る
資
料
は
︑
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
康
有

為
の
門
人
蔣
貴
麟
︵
生
卒
年
不
詳
・
現
在
の
常
州
市
武
進
区
の
人
︶
に
よ
る
翻

刻
文
と
序
文
﹃
景
印
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
序
﹄︵
民
国
六
十
六
年
・
一
九
七

七
・
台
湾
文
史
哲
出
版
社
︶
で
あ
る
︒
名
称
が
異
な
る
と
い
う
問
題
が
介
在
す

る
が
︑
康
有
為
﹃
萬
木
草
堂
藏
畵
目
﹄
の
肉
筆
原
本
は
︑
現
況
︵
影
印
・
景
は

影
に
同
じ
︶
で
は
小
字
の
巻
子
本
に
装
丁
さ
れ
て
お
り
︑
関
防
印
に
は
呉
昌
碩

︵
一
八
四
四
～
一
九
二
七
︶
刻
﹁
康
有
爲
印
﹂
方
印
︵
一
辺1,5cm

︶
を
鈐
印

し
︑
落
款
印
も
同
じ
く
方
印
﹁
康
有
爲
印
﹂(1,5cm

)

が
鈐
印
さ
れ
て
い
る
︒
但

し
︑
文
史
哲
出
版
社
の
景
印
本
で
は
こ
の
二
印
は
再
確
認
で
き
な
い
︒
印
刷
の

濃
淡
や
技
術
の
影
響
も
あ
ろ
う
︒肉
筆
原
本
が
掲
載
さ
れ
た
中
州
書
画
社
出
版

﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄︵
二
︶・
一
九
八
三
年
六
月
︶
の
注
釈
に
は
︑ 

﹃
萬
木
草
堂
藏
畵
目
﹄
一
稿
寫
于
一
九
一
七
年
︑
文
後
有
跋
︒
是
康
有
爲
先

生
寫
給
其
子
康
同
籛
的
︒
手
稿
由
康
同
復
︑
潘
其
璇
二
位
先
生
珍
藏
︒
一
九

一
八
年
原
文
曾
在
上
海
長
興
書
局
出
版
︑
石
印
本
︒ 

と
あ
り
︑
中
州
書
画
社
か
ら
肉
筆
原
本
の
影
印
が
出
版
さ
れ
る
前
︑
既
に
上
海

長
興
書
局
か
ら
石
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
︒こ
の
石
印
本
と

注
に
挙
が
る
康
同
復︵
康
有
為
の
第
六
女
︶︑そ
の
夫
潘
其
璇(

一
八
九
八
～
？
・

広
東
文
史
館
員)

が
肉
筆
原
本
を
珍
蔵
し
た
あ
と
︑
広
東
省
佛
山
市
南
海
区
西

樵
山
の
南
海
博
物
館
が
書
写
本
巻
子
を
収
蔵
す
る
に
至
っ
て﹃
康
有
爲
行
書
萬

木
草
堂
畫
目
卷
﹄︵
三
八
八
目
︶︵
注
３
︶
と
収
蔵
書
誌
目
録
に
記
し
た
︒ 

則
ち
︑
同
じ
墨
蹟
完
本
に
﹁
康
有
爲
行
書
萬
木
草
堂
畫
目
卷
﹂
を
含
め
て
三
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資
料
原
文
に
は
﹁
文
藝
﹂
と
い
う
術
語
が
散
見
さ
れ
る
︒﹁
文
學
﹂
と
﹁
繪

畫
﹂
に
つ
い
て
は
︑
と
も
に
﹁
藝
術
﹂
と
い
う
概
念
の
中
で
論
じ
ら
れ
る
側
面

が
あ
る
が
︑
一
方
で
は
︑﹁
文
學
革
命
﹂・﹁
美
術
革
命
﹂
は
論
じ
分
ら
れ
て
お

り
︑
本
稿
で
は
専
ら
﹁
藝
術
﹂→

﹁
美
術
﹂→

﹁
繪
畫
﹂
の
枠
組
み
で
特
に
中

国
近
世
近
代
の
作
家
・
作
品
を
捉
え
直
し
て
︑﹁
文
學
﹂
論
は
必
要
に
応
じ
て

﹁
文
学
改
良
﹂
か
ら
﹁
文
学
革
命
﹂
へ
の
動
向
を
参
照
す
る
︒ 

な
お
︑今
回
使
用
す
る
資
料
が
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
重
要
性

に
も
鑑
み
︑
引
用
は
全
文
を
対
象
と
し
て
先
に
︑
考
察
は
後
に
ま
と
め
た
︒ 

﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
は
︑
中
州
書
画
社
と
河
南
美
術
出
版
社
か
ら
全
三
巻

﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄
が
出
版
さ
れ
た
当
初
か
ら
︵
一
九
八
三
～
一
九
八
五
︶

そ
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
た
︒
し
か
し
︑
清
末
の
著
名
な
政
治
家
の
論
考
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
︑﹁
先
生
曰
；
﹂
と
︑
多
く
﹁
引
用
﹂
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き

た
︒
こ
れ
は
門
人
だ
け
で
は
な
く
政
友
な
ど
の
ケ
ー
ス
も
同
じ
で
︑
中
国
近
現

代
の
絵
画
史
論
︑
画
論
研
究
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
き
た
︒
康
有
為
が
如
何

し
て
中
国
絵
画
を
収
蔵
し
︑何
故
そ
れ
に
論
評
を
加
え
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か

に
つ
い
て
は
︑
未
だ
そ
の
本
質
に
迫
る
材
料
に
不
足
の
感
が
否
め
な
い
︒﹃
萬

木
草
堂
藏
畫
目
﹄
の
肉
筆
完
本
に
は
︑
康
有
為
自
身
の
跋
文
が
自
署
さ
れ
て
お

り
︑﹁
丁
巳
蒙
難
，
避
地
美
使
館
，
院
前
塊
，
交
霞
蔭
，
名
之
曰
美
森
院
。
﹂；

﹁
丁
巳
十
月
，
康
有
為
游
存
父
寫
於
美
森
院
，
墨
凝
筆
枯
阿
凍
書
。
﹂と
あ
る
︒

丁
巳
は
一
九
一
七
年
︑﹁
蒙
難
﹂
は
張
勲
復
辟
事
件
︒
康
有
為
は
こ
の
後
ア
メ

リ
カ
公
使
館
美
森
院
で
こ
の
収
蔵
絵
画
リ
ス
ト
を
書
い
た
︒復
辟
事
件
は
一
九

一
七
年
七
月
一
日
か
ら
七
月
十
二
ま
で
の
十
二
日
間
の
出
来
事
だ
っ
た
の
で
︑

ア
メ
リ
カ
公
使
館
に
逃
れ
た
の
ち
の
収
蔵
画
の
研
究
は
約
三
か
月
に
及
ん
だ

こ
と
に
な
る
︒
晩
年
の
康
有
為
に
と
っ
て
︑
宣
統
帝
溥
儀
を
擁
し
て
清
朝
復
活

を
め
ざ
す
運
動
は
ま
さ
に
煩
わ
し
い
出
来
事
だ
っ
た
は
ず
で
あ
る
︒ 

さ
て
︑
新
し
く
加
え
る
資
料
は
︑
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
康
有

為
の
門
人
蔣
貴
麟
︵
生
卒
年
不
詳
・
現
在
の
常
州
市
武
進
区
の
人
︶
に
よ
る
翻

刻
文
と
序
文
﹃
景
印
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
序
﹄︵
民
国
六
十
六
年
・
一
九
七

七
・
台
湾
文
史
哲
出
版
社
︶
で
あ
る
︒
名
称
が
異
な
る
と
い
う
問
題
が
介
在
す

る
が
︑
康
有
為
﹃
萬
木
草
堂
藏
畵
目
﹄
の
肉
筆
原
本
は
︑
現
況
︵
影
印
・
景
は

影
に
同
じ
︶
で
は
小
字
の
巻
子
本
に
装
丁
さ
れ
て
お
り
︑
関
防
印
に
は
呉
昌
碩

︵
一
八
四
四
～
一
九
二
七
︶
刻
﹁
康
有
爲
印
﹂
方
印
︵
一
辺1,5cm

︶
を
鈐
印

し
︑
落
款
印
も
同
じ
く
方
印
﹁
康
有
爲
印
﹂(1,5cm

)

が
鈐
印
さ
れ
て
い
る
︒
但

し
︑
文
史
哲
出
版
社
の
景
印
本
で
は
こ
の
二
印
は
再
確
認
で
き
な
い
︒
印
刷
の

濃
淡
や
技
術
の
影
響
も
あ
ろ
う
︒肉
筆
原
本
が
掲
載
さ
れ
た
中
州
書
画
社
出
版

﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄︵
二
︶・
一
九
八
三
年
六
月
︶
の
注
釈
に
は
︑ 

﹃
萬
木
草
堂
藏
畵
目
﹄
一
稿
寫
于
一
九
一
七
年
︑
文
後
有
跋
︒
是
康
有
爲
先

生
寫
給
其
子
康
同
籛
的
︒
手
稿
由
康
同
復
︑
潘
其
璇
二
位
先
生
珍
藏
︒
一
九

一
八
年
原
文
曾
在
上
海
長
興
書
局
出
版
︑
石
印
本
︒ 

と
あ
り
︑
中
州
書
画
社
か
ら
肉
筆
原
本
の
影
印
が
出
版
さ
れ
る
前
︑
既
に
上
海

長
興
書
局
か
ら
石
印
本
が
出
版
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
︒こ
の
石
印
本
と

注
に
挙
が
る
康
同
復︵
康
有
為
の
第
六
女
︶︑そ
の
夫
潘
其
璇(

一
八
九
八
～
？
・

広
東
文
史
館
員)

が
肉
筆
原
本
を
珍
蔵
し
た
あ
と
︑
広
東
省
佛
山
市
南
海
区
西

樵
山
の
南
海
博
物
館
が
書
写
本
巻
子
を
収
蔵
す
る
に
至
っ
て﹃
康
有
爲
行
書
萬

木
草
堂
畫
目
卷
﹄︵
三
八
八
目
︶︵
注
３
︶
と
収
蔵
書
誌
目
録
に
記
し
た
︒ 

則
ち
︑
同
じ
墨
蹟
完
本
に
﹁
康
有
爲
行
書
萬
木
草
堂
畫
目
卷
﹂
を
含
め
て
三
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種
類
の
目
録
名
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
︑
本
稿
で
は
︑
中
州
書
画
社
影
印
書
写

肉
筆
完
本
︵
一
九
八
三
︶﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
で
名
称
統
一
す
る
︒ 

以
下
は
︑﹃
南
方
日
報
﹄︵
南
方
日
報
出
版
社
・
一
九
四
九
年
十
月
二
十
三
日

創
刊
︶の
記
者
に
よ
る
南
海
博
物
館
副
館
長
張
杰
龍
に
対
す
る
取
材
記
録
で
あ

る
︒﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
関
す
る
主
要
部
分
を
訳
出
し
て
お
き
た
い
︒ 

 

 

︻
原
標
題
：
康
有
為
手
書
長
卷
現
身
南
海
博
物
館 

約
一
、
五
萬
字
︼ 

 

市
民
が
參
觀
し
た
南
海
博
物
館
所
藏
の
康
有
為
書
法
作
品
︵
以
下
筆
者
訳
︶ 

二
十
数
年
前
︑
南
海
博
物
館
は
康
有
為
が
遺
留
し
た
字
画
︑
手
稿
の
収
集
を

始
め
た
︒
そ
れ
は
︑
康
有
為
の
末
裔
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
︑
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
購
入
し
た
も
の
︑
友
人
の
紹
介
等
を
経
て
収
蔵
し
た
も
の
な
ど
で
︑
今

日
に
至
る
ま
で
に
五
百
余
件
に
及
ん
だ
︒そ
し
て
こ
の
展
覧
会
の
中
で
最
も

市
民
の
注
目
を
集
め
た
の
が
﹃
行
書
萬
木
草
堂
藏
畫
目
巻
﹄
で
︑
南
海
博
物

館
の
﹁
鎮
館
之
寶
﹂︑
国
家
二
級
文
物
で
も
あ
っ
た
︒
康
有
為
が
一
九
一
七

年
に
ア
メ
リ
カ
公
使
館
の
美
森
院
で
書
い
た
中
国
古
代
絵
画
に
関
す
る
長

編
論
著
で
︑
約
一
︑
五
万
字
︑
二
十
米
を
超
え
る
長
巻
で
あ
る
︒
こ
の
長
巻

の
冒
頭
で
︑
康
有
為
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
︒﹁
中
國
近
世
之
畫
衰
敗
極

矣
，
蓋
由
畫
論
之
謬
也
﹂︒︵
中
国
近
世
の
絵
画
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
原
因

は
偏
に
画
論
の
誤
り
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
︒︶
そ
し
て
︑
こ
の
長
巻
は

時
代
ご
と
に
萬
木
草
堂
が
収
蔵
し
た
唐
か
ら
清
に
到
る
各
王
朝
の
中
国
絵

画
三
八
八
目
を
並
べ
て
︑各
王
朝
の
画
目
の
前
に
そ
の
王
朝
の
絵
画
が
如
何

に
し
て
興
衰
し
た
か
︑
そ
の
特
徴
と
影
響
を
論
じ
た
︒
更
に
︑
各
画
目
の
下

に
は
︐
絵
画
の
形
式
︵
巻
或
い
は
冊
幅
な
ど
︶
と
質
地
︵
絹
本
或
い
は
紙
本

な
ど
︶
を
注
記
し
︑
品
評
を
加
え
て
︑
集
中
的
に
康
有
為
自
身
の
唐
末
以
来

の
中
国
絵
画
史
及
び
そ
の
演
変
に
関
す
る
見
解
を
示
し
た
︒
そ
れ
は
︑
康
有

為
の
絵
画
美
学
思
想
を
反
映
し
た
一
面
と
も
な
っ
て
い
る
︒ 

さ
ら
に
張
杰
龍
の
康
有
為
に
対
す
る
論
評
は
続
い
た
︒﹃
南
方
日
報
﹄
記
者
は

そ
れ
を
興
味
深
く
事
細
か
に
記
録
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

 

康
有
為
は
維
新
変
法
失
敗
後
︑
そ
の
海
外
亡
命
は
十
六
年
に
も
及
び
︑
晩
年

の
彼
は
意
図
し
て
心
安
ら
か
に
過
ご
す
こ
と
を
考
え
︑敢
え
て
政
治
紛
争
を

避
け
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
︒
こ
の
時
期
の
彼
は
多
く
の
時
間
を
︑
書
や

自
分
が
収
蔵
し
た
絵
画
の
研
究
に
費
や
し
︑自
分
の
収
蔵
品
に
逐
一
評
価
を

記
録
し
て
い
っ
た
︒
こ
う
し
て
﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
が
生
ま
れ
た
︒ 

そ
の
記
録
を
掘
り
起
こ
す
過
程
で
︑康
有
為
と
そ
の
末
裔
が
果
た
し
た
役
割
は 

大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

前
世
紀
八
十
年
代
︑康
有
為
の
外
孫
の
潘
方
が
南
海
博
物
館
に
寄
贈
し
た
も

の
も
海
内
外
唯
一
の
孤
本
で
あ
っ
た
が
︑
こ
の
﹃
藏
畫
目
﹄
長
巻
は
影
響
が

大
き
く
︑
の
ち
︑
多
く
の
絵
画
評
論
家
が
そ
の
中
の
論
述
を
引
用
す
る
こ
と

を
明
言
し
て
自
ら
の
論
考
に
加
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
︒ 

そ
し
て
︑
康
有
為
は
︑
自
ら
の
見
聞
経
歴
か
ら
中
国
絵
画
の
振
興
に
つ
い
て
見

解
を
示
し
て
い
く
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

こ
の
中
国
絵
画
衰
退
の
討
論
の
中
で
︑康
有
為
は
現
在
の
欧
米
の
絵
画
と
六

朝
︑
唐
︑
宋
時
代
の
﹁
法
﹂
と
い
う
も
の
は
元
来
み
な
同
等
で
あ
っ
た
と
い

う
認
識
に
至
っ
た
と
述
べ
る
︒
元
︑
明
に
な
っ
て
宮
室
絵
画
を
攻
撃
し
て
退

け
よ
う
と
し
た
た
め
に
︑﹁
形
似
﹂︵
形
を
似
せ
る
た
め
の
工
夫
︶
を
棄
て
て

文
人
の
﹁
士
気
﹂︵
生
気
︶
を
取
ろ
う
と
し
た
︒
そ
の
こ
と
こ
そ
が
中
国
絵

画
衰
退
の
主
因
で
あ
っ
た
と
見
た
の
だ
と
い
う
︒ 
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種
類
の
目
録
名
が
あ
る
こ
と
に
な
る
が
︑
本
稿
で
は
︑
中
州
書
画
社
影
印
書
写

肉
筆
完
本
︵
一
九
八
三
︶﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
で
名
称
統
一
す
る
︒ 

以
下
は
︑﹃
南
方
日
報
﹄︵
南
方
日
報
出
版
社
・
一
九
四
九
年
十
月
二
十
三
日

創
刊
︶の
記
者
に
よ
る
南
海
博
物
館
副
館
長
張
杰
龍
に
対
す
る
取
材
記
録
で
あ

る
︒﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄
関
す
る
主
要
部
分
を
訳
出
し
て
お
き
た
い
︒ 

 

 

︻
原
標
題
：
康
有
為
手
書
長
卷
現
身
南
海
博
物
館 

約
一
、
五
萬
字
︼ 

 

市
民
が
參
觀
し
た
南
海
博
物
館
所
藏
の
康
有
為
書
法
作
品
︵
以
下
筆
者
訳
︶ 

二
十
数
年
前
︑
南
海
博
物
館
は
康
有
為
が
遺
留
し
た
字
画
︑
手
稿
の
収
集
を

始
め
た
︒
そ
れ
は
︑
康
有
為
の
末
裔
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
︑
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
で
購
入
し
た
も
の
︑
友
人
の
紹
介
等
を
経
て
収
蔵
し
た
も
の
な
ど
で
︑
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日
に
至
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ま
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五
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︑
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︒
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い
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編
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︑
約
一
︑
五
万
字
︑
二
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超
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長
巻
で
あ
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︒
こ
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長
巻

の
冒
頭
で
︑
康
有
為
は
以
下
の
よ
う
に
論
じ
た
︒﹁
中
國
近
世
之
畫
衰
敗
極

矣
，
蓋
由
畫
論
之
謬
也
﹂︒︵
中
国
近
世
の
絵
画
が
衰
退
し
て
し
ま
っ
た
原
因

は
偏
に
画
論
の
誤
り
に
よ
る
も
の
な
の
で
あ
る
︒︶
そ
し
て
︑
こ
の
長
巻
は

時
代
ご
と
に
萬
木
草
堂
が
収
蔵
し
た
唐
か
ら
清
に
到
る
各
王
朝
の
中
国
絵

画
三
八
八
目
を
並
べ
て
︑各
王
朝
の
画
目
の
前
に
そ
の
王
朝
の
絵
画
が
如
何

に
し
て
興
衰
し
た
か
︑
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特
徴
と
影
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論
じ
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︑
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︐
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︵
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︶
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︶
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︑
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︑
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中
国
絵
画
史
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び
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関
す
る
見
解
を
示
し
た
︒
そ
れ
は
︑
康
有

為
の
絵
画
美
学
思
想
を
反
映
し
た
一
面
と
も
な
っ
て
い
る
︒ 

さ
ら
に
張
杰
龍
の
康
有
為
に
対
す
る
論
評
は
続
い
た
︒﹃
南
方
日
報
﹄
記
者
は

そ
れ
を
興
味
深
く
事
細
か
に
記
録
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
︵
以
下
同
じ
︶︒ 
 

康
有
為
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維
新
変
法
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後
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亡
命
は
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六
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︑
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や
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︒
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海
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館
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も

の
も
海
内
外
唯
一
の
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で
あ
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た
が
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こ
の
﹃
藏
畫
目
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長
巻
は
影
響
が

大
き
く
︑
の
ち
︑
多
く
の
絵
画
評
論
家
が
そ
の
中
の
論
述
を
引
用
す
る
こ
と

を
明
言
し
て
自
ら
の
論
考
に
加
え
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
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そ
し
て
︑
康
有
為
は
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ら
の
見
聞
経
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ら
中
国
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画
の
振
興
に
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い
て
見

解
を
示
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て
い
く
︵
以
下
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じ
︶︒ 

こ
の
中
国
絵
画
衰
退
の
討
論
の
中
で
︑康
有
為
は
現
在
の
欧
米
の
絵
画
と
六

朝
︑
唐
︑
宋
時
代
の
﹁
法
﹂
と
い
う
も
の
は
元
来
み
な
同
等
で
あ
っ
た
と
い

う
認
識
に
至
っ
た
と
述
べ
る
︒
元
︑
明
に
な
っ
て
宮
室
絵
画
を
攻
撃
し
て
退

け
よ
う
と
し
た
た
め
に
︑﹁
形
似
﹂︵
形
を
似
せ
る
た
め
の
工
夫
︶
を
棄
て
て

文
人
の
﹁
士
気
﹂︵
生
気
︶
を
取
ろ
う
と
し
た
︒
そ
の
こ
と
こ
そ
が
中
国
絵

画
衰
退
の
主
因
で
あ
っ
た
と
見
た
の
だ
と
い
う
︒ 

― 3 ―

 『萬木草堂藏中國畫目』と蔣貴麟 ―呂澂が陳独秀に与えた書簡から―



 
研究ノート 

4 
 

二
〇
一
三
年
十
二
月
月
十
八
日
︑
閉
館
後
七
年
︑
西
樵
山
南
入
口
に
再
建
さ

れ
た
﹁
南
海
博
物
館
新
館
﹂
が
正
式
に
開
館
さ
れ
︑﹃
南
海
記
憶
﹄︑﹃
南
海
群

英
﹄
な
ど
五
つ
の
テ
ー
マ
で
会
場
を
分
け
て
展
示
が
行
わ
れ
た
︒
そ
の
中
で
最

も
見
ど
こ
ろ
が
あ
っ
た
の
が
︑﹁
鎮
館
之
寶
﹂
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
の
十
五
件
ほ

ど
の
康
有
為
の
真
蹟
書
法
作
品
で
あ
っ
た
︒
当
日
︑
南
海
県
出
身
の
現
代
画
家

梁
世
雄
︵
一
九
三
三
～
︶
書
画
展
も
こ
こ
で
開
幕
し
︑
南
海
博
物
館
內
に
は
康

有
為
の
字
・
画
︑
手
稿
あ
わ
せ
て
五
〇
〇
件
余
り
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
︒
こ
の
数
量
は
︑
上
海
博
物
館
等
の
康
有
為
作
品
収
蔵
数
に
対
し

て
︑
現
下
最
も
多
い
数
量
を
誇
っ
て
い
る
︒ 

康
有
為
が
﹁
詩
・
書
・
畫
﹂
の
所
謂
文
人
の
三
絶
︑
特
に
そ
の
晩
年
に
﹁
書
・

畫
﹂
の
世
界
に
自
ら
の
心
の
在
り
方
を
求
め
た
の
も
︑
政
治
家
︑
運
動
家
と
し

て
の
背
景
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
事
で
あ
る
︒ 

 

二 

蔣
貴
麟
﹃
景
本
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
﹄
訳
文
と
序
文 

  

臺
灣
文
史
哲
出
版
社
か
ら
︑
康
有
爲
手
稿
﹃
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
﹄
譯
文

者
；
蔣
貴
麟(

中
華
民
國
六
十
六
年
初
版
・
一
九
七
七
年
︶が
出
版
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
は
上
海
長
興
書
局
出
版
の
石
印
本
で
は
な
く
景
印
本
で
あ
る
︒こ
の
景
印

本
の
翻
刻
を
担
っ
た
蔣
貴
麟
の
序
文
に
よ
っ
て
門
人
の
目
か
ら
見
た
師
康
有

為
の
絵
画
観
を
伺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 

康
有
為
が
﹁
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹂
を
書
写
し
た
の
が
一
九
一
七
年
と
し
て
︑

上
海
長
興
書
局
の
石
印
本
は
そ
の
後
に
︑
中
州
書
画
社
﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄

︵
二
︶
本
は
一
九
八
三
年
出
版
と
い
う
順
に
整
理
し
て
よ
い
だ
ろ
う
︒﹁
萬
木

草
堂
藏
畫
目
﹂
は
︑﹁
元
画
﹂
か
ら
﹁
明
画
﹂
に
か
け
て
墨
ケ
チ
や
加
筆
︑
割

注
な
ど
が
散
見
さ
れ
て
判
読
不
能
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
て
く
る
︒先
に
挙
げ
た

三
種
の
う
ち
︑
既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
二
種
と
肉
筆
書
写
本
の
再
校
・
比
較
は

必
要
と
な
る
が
︑
蔣
貴
麟
の
序
文
は
﹁
蔵
画
目
﹂︵
景
印
本
︶
冒
頭
に
掲
載
さ

れ
た
活
字
本
で
あ
り
︑
当
該
序
文
は
︑
重
要
度
・
資
料
性
・
稀
覯
性
に
鑑
み
こ

こ
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
︒ 

 

景
印
萬
木
草
堂
中
國
畫
目
者
，
先
師
康
南
海
先
生
丁
巳
復
辟
避
居
美
使
館  

  

時
論
畫
之
作
也
。
嘗
憶
民
國
丙
寅
，
先
生
講
學
歇
浦
，
重
午
佳
日
，
召
諸
生

集
於
所
居
天
游
堂
，
餉
以
角
黍
，
並
出
家
藏
唐
宋
元
明
清
名
畫
數
百
件
，
展

閱
指
點
，
若
荊
浩
巨
然
之
山
水
，
李
思
訓
李
昭
道
之
宮
室
人
物
，
徐
熙
黄
荃

黄
居
寶
之
花
鳥
，
貫
休
之
佛
像
異
獣
，
宋
熙
宋
九
駿
圖
，
張
擇
端
清
明
上
河

圖
，
李
早
白
描
囘
部
騎
兵
大
閲
圖
，
王
叔
明
吳
仲
圭
倪
雲
林
之
山
水
圖
，
沈

石
田
文
徵
明
唐
寅
之
樓
閣
人
物
，
八
大
山
人
之
花
鳥
，
仇
十
洲
之
人
物
，
以

及
其
他
畫
家
所
繪
山
水
樹
石
仕
女
走
獣
花
弁
禽
魚
蘆
眼
果
蔬
之
圖
，
琳
瑯
滿

目
，
靡
不
精
妙
，
神
遊
心
賞
，
咸
嘆
觀
止
。
先
生
進
左
右
，
莞
爾
言
曰
；
所

藏
者
非
全
係
眞
蹟
。
蓋
唐
宋
元
明
，
代
有
名
作
，
惟
傳
世
者
，
大
半
贋
本
。

善
收
藏
之
家
，
或
有
佳
本
，
然
亦
眞
偽
難
辨
。
鑑
別
名
畫
，
非
自
壇
六
法
，

不
能
道
其
窾
要
。
以
余
所
見
，
有
贋
本
勝
于
眞
本
者
，
未
必
後
人
之
不
如
古

人
也
。
宋
元
人
作
畫
，
多
有
不
題
欵
者
，
有
欵
者
亦
於
樹
根
石
角
提
名
而
已
，

故
僅
據
題
欵
，
鑑
別
眞
偽
，
皆
揣
摩
影
響
之
言
。
實
則
畫
之
優
劣
，
何
必
拘

拘
古
今
，
果
能
超
出
前
人
，
雖
假
作
亦
佳
品
也
。
至
於
斤
斤
真
贋
，
評
定
價

值
，
此
市
儈
所
為
，
非
鑑
賞
繪
畫
者
。
遍
觀
世
界
畫
院
，
十
五
世
紀
前
，
大
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︑
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収
蔵
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

紹
介
さ
れ
た
︒
こ
の
数
量
は
︑
上
海
博
物
館
等
の
康
有
為
作
品
収
蔵
数
に
対
し

て
︑
現
下
最
も
多
い
数
量
を
誇
っ
て
い
る
︒ 

康
有
為
が
﹁
詩
・
書
・
畫
﹂
の
所
謂
文
人
の
三
絶
︑
特
に
そ
の
晩
年
に
﹁
書
・

畫
﹂
の
世
界
に
自
ら
の
心
の
在
り
方
を
求
め
た
の
も
︑
政
治
家
︑
運
動
家
と
し

て
の
背
景
が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
記
事
で
あ
る
︒ 

 

二 

蔣
貴
麟
﹃
景
本
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
﹄
訳
文
と
序
文 

  

臺
灣
文
史
哲
出
版
社
か
ら
︑
康
有
爲
手
稿
﹃
萬
木
草
堂
藏
中
國
畫
目
﹄
譯
文

者
；
蔣
貴
麟(

中
華
民
國
六
十
六
年
初
版
・
一
九
七
七
年
︶が
出
版
さ
れ
て
い
る
︒

こ
れ
は
上
海
長
興
書
局
出
版
の
石
印
本
で
は
な
く
景
印
本
で
あ
る
︒こ
の
景
印

本
の
翻
刻
を
担
っ
た
蔣
貴
麟
の
序
文
に
よ
っ
て
門
人
の
目
か
ら
見
た
師
康
有

為
の
絵
画
観
を
伺
い
見
る
こ
と
が
で
き
る
︒ 

 

康
有
為
が
﹁
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹂
を
書
写
し
た
の
が
一
九
一
七
年
と
し
て
︑

上
海
長
興
書
局
の
石
印
本
は
そ
の
後
に
︑
中
州
書
画
社
﹃
康
有
為
先
生
墨
跡
﹄

︵
二
︶
本
は
一
九
八
三
年
出
版
と
い
う
順
に
整
理
し
て
よ
い
だ
ろ
う
︒﹁
萬
木

草
堂
藏
畫
目
﹂
は
︑﹁
元
画
﹂
か
ら
﹁
明
画
﹂
に
か
け
て
墨
ケ
チ
や
加
筆
︑
割

注
な
ど
が
散
見
さ
れ
て
判
読
不
能
な
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
て
く
る
︒先
に
挙
げ
た

三
種
の
う
ち
︑
既
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
二
種
と
肉
筆
書
写
本
の
再
校
・
比
較
は

必
要
と
な
る
が
︑
蔣
貴
麟
の
序
文
は
﹁
蔵
画
目
﹂︵
景
印
本
︶
冒
頭
に
掲
載
さ

れ
た
活
字
本
で
あ
り
︑
当
該
序
文
は
︑
重
要
度
・
資
料
性
・
稀
覯
性
に
鑑
み
こ

こ
に
そ
の
全
文
を
引
用
す
る
︒ 

 

景
印
萬
木
草
堂
中
國
畫
目
者
，
先
師
康
南
海
先
生
丁
巳
復
辟
避
居
美
使
館  

  

時
論
畫
之
作
也
。
嘗
憶
民
國
丙
寅
，
先
生
講
學
歇
浦
，
重
午
佳
日
，
召
諸
生

集
於
所
居
天
游
堂
，
餉
以
角
黍
，
並
出
家
藏
唐
宋
元
明
清
名
畫
數
百
件
，
展

閱
指
點
，
若
荊
浩
巨
然
之
山
水
，
李
思
訓
李
昭
道
之
宮
室
人
物
，
徐
熙
黄
荃

黄
居
寶
之
花
鳥
，
貫
休
之
佛
像
異
獣
，
宋
熙
宋
九
駿
圖
，
張
擇
端
清
明
上
河

圖
，
李
早
白
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囘
部
騎
兵
大
閲
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王
叔
明
吳
仲
圭
倪
雲
林
之
山
水
圖
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沈

石
田
文
徵
明
唐
寅
之
樓
閣
人
物
，
八
大
山
人
之
花
鳥
，
仇
十
洲
之
人
物
，
以

及
其
他
畫
家
所
繪
山
水
樹
石
仕
女
走
獣
花
弁
禽
魚
蘆
眼
果
蔬
之
圖
，
琳
瑯
滿

目
，
靡
不
精
妙
，
神
遊
心
賞
，
咸
嘆
觀
止
。
先
生
進
左
右
，
莞
爾
言
曰
；
所

藏
者
非
全
係
眞
蹟
。
蓋
唐
宋
元
明
，
代
有
名
作
，
惟
傳
世
者
，
大
半
贋
本
。

善
收
藏
之
家
，
或
有
佳
本
，
然
亦
眞
偽
難
辨
。
鑑
別
名
畫
，
非
自
壇
六
法
，

不
能
道
其
窾
要
。
以
余
所
見
，
有
贋
本
勝
于
眞
本
者
，
未
必
後
人
之
不
如
古

人
也
。
宋
元
人
作
畫
，
多
有
不
題
欵
者
，
有
欵
者
亦
於
樹
根
石
角
提
名
而
已
，

故
僅
據
題
欵
，
鑑
別
眞
偽
，
皆
揣
摩
影
響
之
言
。
實
則
畫
之
優
劣
，
何
必
拘

拘
古
今
，
果
能
超
出
前
人
，
雖
假
作
亦
佳
品
也
。
至
於
斤
斤
真
贋
，
評
定
價

值
，
此
市
儈
所
為
，
非
鑑
賞
繪
畫
者
。
遍
觀
世
界
畫
院
，
十
五
世
紀
前
，
大
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地
之
畫
無
如
中
國
宋
畫
者
。
吾
國
畫
自
荊
關
董
巨
後
，
山
水
方
滋
，
元
明
以

還
，
高
談
氣
韻
，
專
事
寫
意
，
攻
宋
人
院
體
界
畫
為
匠
筆
，
虛
造
邱
壑
，
謂

寫
胸
中
逸
氣
，
於
是
中
國
之
畫
學
衰
而
垂
絶
矣
。
方
今
萬
國
制
器
，
通
商
惠

工
，
各
競
畫
美
，
有
利
於
民
生
富
源
也
。
故
繪
圖
須
遍
及
於
器
物
，
則
畫
筆

正
須
委
諸
匠
人
，
寫
形
畢
肖
，
便
通
商
而
開
富
源
，
豈
可
守
舊
不
變
乎
。
是

則
先
生
論
畫
以
形
神
為
主
，
而
不
取
寫
意
，
以
著
色
界
畫
院
院
體
為
正
發
，

而
以
墨
粗
簡
士
氣
為
別
派
，
所
以
救
五
百
年
來
畫
論
之
偏
謬
也
。
顧
此
書
鏤

版
於
六
十
年
前
，
絕
版
已
久
，
喪
亂
以
來
，
流
存
益
少
，
今
始
蒐
得
，
據
以

影
印
問
世
，
以
供
究
心
畫
論
者
研
究
之
資
云
爾
。 

丁
巳
仲
夏 

門
人
武
進
蔣
貴
麟
謹
識
。 

丁
巳
五
月
の
難
事
件
か
ら
解
放
さ
れ
た
仲
夏
︵
六
月
︶
の
こ
の
序
に
よ
れ
ば
︑ 

康
有
為
晩
年
の
天
津
の
住
居
﹁
天
游
堂
﹂
で
︑
学
生
︑
門
人
を
集
め
て
家
蔵

の
唐
宋
元
明
清
の
珍
品
数
百
件
を
展
示
し
な
が
ら
語
っ
た
康
有
為
は
︑歩
を

少
し
進
め
て
各
絵
画
を
解
説
し
︑
に
こ
や
か
に
︑﹁
私
が
所
蔵
す
る
絵
画
は

全
て
が
真
蹟
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
︒
考
え
て
み
る
と
︑
唐
宋
元
明
の
作
は

別
の
名
作
に
換
え
る
こ
と
も
で
き
る
︒こ
れ
ら
は
た
だ
伝
世
の
名
品
と
い
う

だ
け
の
こ
と
で
︑
大
半
は
贋
作
で
あ
る
︒
善
い
収
蔵
家
は
或
い
は
佳
本
を
持

っ
て
い
て
も
︑
そ
の
真
贋
に
つ
い
て
判
断
す
る
の
が
︑
難
し
か
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
︒﹂
と
述
べ
た
︵
筆
者
訳
︶︒ 

世
界
各
国
の
画
壇
を
遍
く
見
渡
す
と(

康
有
為
著
﹃
列
国
遊
記
﹄
上
海
人
民

出
版
社
・
一
九
八
四
参
照
︒
表
紙
に
は
エ
ジ
プ
ト
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
︑
裏
表
紙
は

カ
ナ
ダ
︑
イ
タ
リ
ア
︑
京
都
な
ど
の
絵
葉
書
を
配
し
︑
イ
ン
ド
か
ら
ギ
リ
シ

ャ
等
全
二
十
六
か
国
の
旅
行
記)

︑
十
五
世
紀
以
前
の
世
界
の
大
地
に
は
中

国
宋
画
に
比
肩
す
る
も
の
は
な
か
っ
た
︒
中
国
の
絵
画
は
︑
荊
浩
︑
關
同
︑

董
源
︑
巨
然
︵
唐
末
～
五
代
︶
の
の
ち
山
水
画
が
成
熟
し
て
︑
元
明
時
代
よ

り
こ
の
か
た
︑﹁
気
韻︵
生
動
︶﹂と
い
う
も
の
を
高
く
談
じ
て﹁
意
を
写
す
﹂

︵
写
意
︶
こ
と
に
特
化
し
て
い
っ
た
︒
宋
人
の
院
体
画
に
見
ら
れ
る
よ
う
な

﹁
界
画
﹂︵
屋
墨
画
・
宮
室
画
＝
今
日
で
言
う
室
内
画
の
緻
密
な
デ
ザ
イ
ン
・

デ
ッ
サ
ン
︶・﹁
着
色
﹂
に
対
し
て
︑
た
だ
技
巧
を
凝
ら
し
た
匠
筆
だ
と
し
て

攻
撃
を
加
え
︑
邱
壑
︵
隠
者
の
住
ま
う
丘
と
谷
︶
を
虚
造
し
て
胸
中
の
逸
気

を
描
い
た
︒そ
こ
で
︑中
国
画
学
は
こ
と
ご
と
く
衰
退
垂
絶
し
た
の
で
あ
る
︑

と
認
識
を
示
し
た
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

ま
さ
に
今
日
の
世
界
の
機
械
・
機
器
制
造
︑
通
商
・
商
業
の
優
れ
た
分
野
等

は
︑
そ
れ
ぞ
れ
み
な
絵
に
描
か
れ
る
線
や
色
彩
の
美
し
さ
を
競
い
︑
生
計
や

財
を
生
み
出
す
源
で
あ
る
︒
従
っ
て
︑
絵
画
と
い
う
も
の
は
み
な
器
物
︑
民

生
︑
富
源
と
い
う
も
の
に
利
し
て
お
り
︑
ど
う
し
て
旧
い
も
の
を
守
る
だ
け

で
変
わ
ら
ず
と
も
良
い
な
ど
と
い
う
理
屈
が
あ
ろ
う
か
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

先
生
は
画
を
論
じ
る
に
あ
た
り
﹁
形
神
﹂
を
主
と
し
︑﹁
写
意
﹂
の
手
法
は

取
ら
ず
︑
画
筆
は
正
に
匠
に
委
ね
る
べ
く
︑
形
を
写
す
に
は
そ
の
描
き
方
が

生
き
写
し
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
︒
写
意
︵
文
人
画
︶
の
手
法
は
取
っ

て
は
な
ら
ず
︑
精
密
な
﹁
宮
室
画
﹂
に
﹁
着
色
﹂
し
た
院
体
を
最
善
と
し
︑

墨
色
が
粗
雑
で
士
気
が
荒
い
も
の
は
別
派
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
て
こ
そ
五
百
年
来
の
画
論
の
誤
り
を
救
う
の
で
あ
る
︑と
し
た
理
由

は
茲
に
こ
そ
あ
っ
た
︒ 

ま
た
︑
蔣
貴
麟
は
︑
こ
の
景
印
本
の
印
刷
と
翻
刻
に
当
た
っ
て
︑﹁
こ
の
書

の
木
版
印
刷
は
既
に
六
十
年
前
の
こ
と
で
︑
絶
版
し
て
久
し
い
︒
事
変
︵
百
日
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の
住
ま
う
丘
と
谷
︶
を
虚
造
し
て
胸
中
の
逸
気

を
描
い
た
︒そ
こ
で
︑中
国
画
学
は
こ
と
ご
と
く
衰
退
垂
絶
し
た
の
で
あ
る
︑

と
認
識
を
示
し
た
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

ま
さ
に
今
日
の
世
界
の
機
械
・
機
器
制
造
︑
通
商
・
商
業
の
優
れ
た
分
野
等

は
︑
そ
れ
ぞ
れ
み
な
絵
に
描
か
れ
る
線
や
色
彩
の
美
し
さ
を
競
い
︑
生
計
や

財
を
生
み
出
す
源
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あ
る
︒
従
っ
て
︑
絵
画
と
い
う
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の
は
み
な
器
物
︑
民

生
︑
富
源
と
い
う
も
の
に
利
し
て
お
り
︑
ど
う
し
て
旧
い
も
の
を
守
る
だ
け

で
変
わ
ら
ず
と
も
良
い
な
ど
と
い
う
理
屈
が
あ
ろ
う
か
︵
以
下
同
じ
︶︒ 

先
生
は
画
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論
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に
あ
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﹁
形
神
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を
主
と
し
︑﹁
写
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手
法
は

取
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︑
画
筆
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正
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匠
に
委
ね
る
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く
︑
形
を
写
す
に
は
そ
の
描
き
方
が

生
き
写
し
の
よ
う
で
あ
る
べ
き
で
あ
る
︒
写
意
︵
文
人
画
︶
の
手
法
は
取
っ

て
は
な
ら
ず
︑
精
密
な
﹁
宮
室
画
﹂
に
﹁
着
色
﹂
し
た
院
体
を
最
善
と
し
︑

墨
色
が
粗
雑
で
士
気
が
荒
い
も
の
は
別
派
で
あ
る
と
認
識
し
た
の
で
あ
る
︒

こ
う
し
て
こ
そ
五
百
年
来
の
画
論
の
誤
り
を
救
う
の
で
あ
る
︑と
し
た
理
由

は
茲
に
こ
そ
あ
っ
た
︒ 

ま
た
︑
蔣
貴
麟
は
︑
こ
の
景
印
本
の
印
刷
と
翻
刻
に
当
た
っ
て
︑﹁
こ
の
書

の
木
版
印
刷
は
既
に
六
十
年
前
の
こ
と
で
︑
絶
版
し
て
久
し
い
︒
事
変
︵
百
日
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維
新
︶
が
起
こ
っ
て
以
来
︑
残
っ
て
い
る
も
の
は
益
々
少
な
く
な
り
︑
今
︑
収

得
で
き
る
も
の
に
よ
っ
て
世
に
問
い
︑画
論
を
研
究
す
る
者
に
提
供
し
た
い
と

い
う
意
図
こ
そ
を
理
解
し
て
欲
し
い
﹂
と
結
ん
だ
︒ 

南
海
博
物
館
張
杰
龍
の
晩
期
康
有
為
論
︑康
有
為
絵
画
論
に
ほ
ぼ
等
し
い
内

容
が
提
供
さ
れ
て
い
る
︒ 

康
有
為
晩
年
の
天
津
の
住
居
﹁
天
游
堂
﹂
で
そ
の
直
接
そ
の
講
義
を
聞
い
た

蒋
貴
麟
の
序
文
は
重
要
で
あ
る
︵
注
４
︶︒ 

 

三 

呂
澂
の
美
育
論
と
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
の
未
来
派 

 

呂
澂
の
法
相
唯
識
学
に
云
う
﹁
唯
識
﹂
と
は
︑
個
々
人
に
と
っ
て
諸
々
の
存

在
が
︑
唯
︑
八
種
類
の
﹁
識
﹂︵
八
識
︶
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う

大
乗
仏
教
の
見
解
の
一
つ
で
あ
る
︵
瑜
伽
行
唯
識
学
派
︶︒
こ
の
八
種
類
の
識

と
は
︑
五
種
の
感
覚
︵
視
覚
︑
聴
覚
︑
嗅
覚
︑
味
覚
︑
触
覚
︶︑
意
識
︑
二
層
の

無
意
識
を
指
し
て
い
る
と
い
う
も
の
で
︑
絵
画
・
美
術
に
関
し
て
言
え
ば
︑
こ

の
う
ち
の
﹁
視
覚
﹂﹁
触
覚
﹂
が
仏
教
寺
院
︑
仏
像
建
造
の
主
な
﹁
感
覚
﹂
と

見
て
よ
い
︒
仏
教
寺
院
の
建
築
物
や
仏
像
建
造
に
対
す
る
美
感
で
あ
り
︑﹁
美

育
﹂
は
そ
の
一
連
の
再
興
と
教
育
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
︒ 

呂
澂
は
︑
江
蘇
省
丹
陽
の
人
で
︑
苦
学
し
て
常
州
実
業
高
等
学
校
農
科
に
入

学
︒
一
八
九
七
年
に
は
南
京
民
国
大
学
に
入
学
し
て
経
済
学
を
学
ん
だ
︒
一
九

一
五
年
︑
日
本
に
赴
い
て
美
術
学
院
に
入
学
し
︑
一
九
一
六
年
に
帰
国
後
は
上

海
美
術
専
科
学
校
の
教
務
長
を
任
じ
た
︒
一
九
二
二
年
︑
支
那
内
学
院
が
正
式

に
成
立
し
た
後
は
︑
仏
学
研
究
に
専
心
し
て
︑
欧
陽
竟
無
輯
﹃
蔵
要
﹄
三
輯
の

出
版
に
携
わ
り
︑
一
九
五
六
年
に
﹃
仏
教
百
科
全
書
﹄﹁
中
国
仏
教
条
目
﹂
の

執
筆
を
行
い
︑
前
後
し
て
中
国
科
学
院
哲
学
社
会
科
学
部
︵
現
中
国
社
会
科
学

院
︶
学
部
委
員
︑
哲
学
研
究
所
兼
職
研
究
員
な
ど
を
任
じ
た
︒﹃
印
度
仏
学
源

流
略
講
﹄︑﹃
新
編
漢
文
大
蔵
経
目
録
﹄︑﹃
美
学
概
論
﹄︑﹃
美
学
浅
説
﹄︑﹃
現
代

美
学
思
想
﹄︑﹃
西
洋
美
学
史
﹄︑﹃
色
彩
学
鋼
要
﹄
な
ど
多
く
の
著
書
が
あ
る
︒ 

呂
澂
の
生
涯
は
︑
中
国
で
の
農
業
研
究
︑
経
済
学
研
究
や
仏
学
研
究
︑
日
本

に
お
け
る
美
術
研
究
や
上
海
美
専
で
の
教
務
経
験
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
︑教
育

者
と
し
て
の
関
係
性
は
︑
す
べ
て
の
分
野
が
﹁
仏
学
﹂
研
究
に
反
映
し
た
も
の

と
言
え
る
︒
ま
た
︑﹁
美
學
・
美
育
﹂
に
つ
い
て
は
︑
藝
術
︵
美
術
︶
學
︑
具
体

的
に
は
﹁
仏
教
美
術
﹂︑
法
相
唯
識
学
・
瑜
伽
行
唯
識
学
の
仏
教
信
仰
に
基
づ

い
た
造
形
・
平
面
・
立
体
芸
術
と
し
て
認
識
さ
れ
た
も
の
と
も
言
え
る
︒
呂
澂

自
身
が
陳
独
秀
に
対
し
て
︑﹁
自
唐
世
佛
教
大
盛
後
，
我
國
雕
塑
與
建
築
之
改

革
，
亦
顛
可
觀
，
惜
無
人
研
究
之
耳
。﹂︵
唐
代
に
仏
教
が
盛
ん
に
な
っ
た
が
︑

我
国
の
彫
塑
と
建
築
の
改
革
に
は
ま
た
観
る
べ
き
も
の
が
あ
っ
た
︒惜
し
む
ら

く
は
研
究
す
る
者
が
い
な
い
こ
と
で
あ
る
︒︶
と
示
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明

ら
か
で
︑
仏
教
研
究
と
美
育
は
こ
こ
に
繋
が
っ
て
い
た
︒ 

陳
独
秀
と
呂
澂
に
よ
る
通
信
は
︑
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄︵
一
九
一
五
年
創
刊
；

一
九
一
八
年
・
民
国
八
年
・
第
六
巻
第
一
号
︶
に
掲
載
さ
れ
︑
こ
れ
に
よ
っ
て

衆
目
を
集
め
る
に
至
っ
た
︒﹁
美
術
革
命
論
﹂
で
あ
る
︒
通
信
︵
こ
の
場
合
書
信

往
来
︶
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
︑﹃
新
青
年
﹄
が
︑
魯
迅
︵
一
八
八
一
～

一
九
三
六
︶︑
胡
適
︵
一
八
九
一
～
一
九
六
二
︶︑
周
樹
人
︵
一
八
八
五
～
一
九

六
七
︶︑
李
大
釗
︵
一
八
八
九
～
一
九
二
七
︶
ら
北
京
の
知
識
人
︑
主
に
北
京
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大
学
の
教
授
陣
が
執
筆
者
の
中
心
を
占
め
る
中
で
︑﹁
文
学
﹂
に
係
る
論
争
に

比
べ
て
幾
ば
く
か
の
物
足
り
な
さ
は
否
め
な
い
︒﹁
文
学
﹂
に
つ
い
て
は
︑
当

時
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
胡
適
が
一
九
一
六
年︵
民
国
四
年
︶八
月
の
日
記
に﹁
文

学
革
命
八
条
件
﹂︵
注
５
︶
を
記
し
︑﹁
話
し
言
葉
と
し
て
の
白
話
﹂
と
い
う
言

語
体
系
に
価
値
を
認
め
︑
口
語
文
の
写
実
性
や
情
報
伝
達
能
力
を
評
価
し
た
︒  

 

中
国
で
は
︑
漢
代
以
来
︑
古
典
の
語
彙
や
語
法
を
基
礎
と
す
る
文
語
文
が
正

統
と
さ
れ
て
き
た
が
︑
胡
適
は
﹁
言
語
進
化
論
﹂
の
着
想
の
下
に
﹁
口
語
文
こ

そ
が
新
し
く
価
値
が
高
い
﹂
と
︑
言
語
価
値
体
系
を
根
幹
か
ら
転
換
し
た
︒
こ

の
文
章
は
︑
陳
独
秀
か
ら
の
依
頼
で
翌
年
︵
民
国
六
年
一
月
一
日
・
一
九
一
七

年
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄︵
第
二
巻
・
第
五
号
︶
に
﹁
文
学
改
良
芻
議
﹂
と
い
う
題

名
の
論
文
と
し
て
寄
稿
さ
れ
た
︒
九
頁
に
及
ぶ
胡
適
の
論
文
を
受
け
て
︑
陳
独

秀
は
﹃
新
青
年
﹄︵
第
二
巻
・
第
六
号
︶︵
民
国
六
年
二
月
一
日
・
一
九
一
七
︶

に
﹁
文
学
革
命
論
﹂
を
四
頁
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
︒
全
文
は
二
〇
〇
〇
文
字

近
く
に
達
す
る
︒ 

し
か
し
︑﹁
美
術
革
命
﹂
に
つ
い
て
は
第
一
巻
の
第
八
四
頁
か
ら
第
八
六
頁

の
僅
か
三
頁
の
中
で
︑﹁
絵
画
﹂︑﹁
美
術
﹂︑﹁
美
育
﹂
と
い
う
﹁
美
﹂
に
係
る

キ
ー
ワ
ー
ド
で
﹁
改
良
﹂︑﹁
革
命
﹂
を
論
じ
て
い
る
の
み
で
あ
る
︒︒ 

旧
い
も
の
を
否
定
し
新
し
い
も
の
︑
特
に
︑
当
時
に
あ
っ
て
は
西
洋
︵
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︶の
思
想
や
科
学
を
積
極
的
に
受
け
容
れ
よ
う
と
す
る
比
較
的
極

端
な
思
想
や
行
動
が
見
ら
れ
た
の
は
事
実
で
︑例
え
ば
︑﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄

の
著
者
康
有
為
︵
一
八
五
八
～
一
九
二
七
︶
も
︑
戊
戌
維
新
︵
百
日
維
新
︶
運

動
の
失
敗
や
そ
の
後
の
日
本
を
経
由
し
た
海
外
亡
命
︑清
朝
の
刺
客
か
ら
追
わ

れ
た
十
六
年
間
︑中
華
民
国
成
立
後
に
帰
国
し
た
時
に
は
時
代
に
忘
れ
去
ら
れ

た
か
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
︒
た
だ
︑
そ
の
晩
年
に
著

さ
れ
た
と
さ
れ
る
思
想
書
︵﹃
大
同
書
﹄︶
と
絵
画
論(

﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄)

は
︑
そ
の
成
立
に
つ
い
て
疑
念
は
残
る
も
の
の
︑
各
々
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
る

こ
と
な
く
︑
評
価
す
べ
き
思
想
︑
絵
画
観
︑
教
育
観
は
あ
っ
た
︒
以
下
に
引
用

す
る
の
は
︑
呂
澂
と
陳
獨
秀
の
﹁
美
術
革
命
﹂
に
関
す
る
通
信
で
あ
る
︒ 

 
 

 

﹁
美
術
革
命
﹂ 

貴
雜
誌
夙
以
改
革
文
學
為
宗
，
及
詩
歌
戲
曲
；
青
年
讀
者
，
感
受
極
深
，
甚

盛
甚
盛
。
竊
謂
今
日
之
詩
歌
戯
曲
，
固
宜
改
革
；
與
二
者
並
列
於
藝
術
之
美

術
；
凡
物
象
為
美
之
所
寄
者
，
皆
為
藝
術(A

rt)

。
其
中
繪
畫
彫
塑
建
築
三
者
，

必
具
一
定
形
體
於
空
間
，
可
別
稱
為
美
術(F

ine A
rt)

，
此
通
行
之
區
別
也
。

我
國
人
多
昧
於
此
，
嘗
以
一
切
工
巧
為
藝
術
，
而
混
稱
空
間
時
間
藝
術
為
美

術
，
此
猶
可
說
，
至
有
連
圖
畫
美
術
為
言
者
，
則
真
不
知
所
云
矣
。
尤
極
宜

革
命
。
且
其
事
亦  

貴
雜
誌
所
當
提
倡
者
也
。 

十
載
之
前
，
意
大
利
詩
人
瑪
梨
難
蒂
氏
，
刊
行
詩
歌
雜
誌
，
鼓
吹
未
來
新
藝

術
主
義
，
亦
但
肇
端
文
辭
，
而
其
影
響
首
著
於
繪
畫
彫
刻
。
今
人
言
未
來
派
，

至
有
忘
其
文
學
上
之
運
動
者
。
此
何
以
故
？
文
學
與
美
術
，
皆
所
以
發
表
思

想
與
感
情
，
為
其
根
本
主
義
者
惟
一
，
勢
自
不
容
偏
有
融
枯
也
。
我
國
今
日

文
藝
之
待
改
革
，
有
似
當
年
之
意
而
美
術
之
衰
弊
，
則
更
有
甚
焉
者
。
姑
就

繪
畫
一
端
言
之
，
自
昔
習
畫
著
，
非
文
士
即
畫
工
，
雅
俗
過
當
，
恆
人
莫
由

知
所
謂
美
焉
。 

近
年
西
畫
東
輸
，
學
校
肆
習
；
美
育
之
說
，
漸
漸
流
傳
。
乃
俗
士
騖
利
，
無

微
不
至
，
徒
襲
西
畫
之
皮
毛
，
一
變
而
為
艷
俗
，
以
迎
合
庸
衆
好
色
之
心
。

馴
至
今
日
，
言
繪
畫
者
，
幾
莫
不
推
商
家
用
為
號
招
之
仕
女
畫
為
上
。
其
自
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大
学
の
教
授
陣
が
執
筆
者
の
中
心
を
占
め
る
中
で
︑﹁
文
学
﹂
に
係
る
論
争
に

比
べ
て
幾
ば
く
か
の
物
足
り
な
さ
は
否
め
な
い
︒﹁
文
学
﹂
に
つ
い
て
は
︑
当

時
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
胡
適
が
一
九
一
六
年︵
民
国
四
年
︶八
月
の
日
記
に﹁
文

学
革
命
八
条
件
﹂︵
注
５
︶
を
記
し
︑﹁
話
し
言
葉
と
し
て
の
白
話
﹂
と
い
う
言

語
体
系
に
価
値
を
認
め
︑
口
語
文
の
写
実
性
や
情
報
伝
達
能
力
を
評
価
し
た
︒  

 

中
国
で
は
︑
漢
代
以
来
︑
古
典
の
語
彙
や
語
法
を
基
礎
と
す
る
文
語
文
が
正

統
と
さ
れ
て
き
た
が
︑
胡
適
は
﹁
言
語
進
化
論
﹂
の
着
想
の
下
に
﹁
口
語
文
こ

そ
が
新
し
く
価
値
が
高
い
﹂
と
︑
言
語
価
値
体
系
を
根
幹
か
ら
転
換
し
た
︒
こ

の
文
章
は
︑
陳
独
秀
か
ら
の
依
頼
で
翌
年
︵
民
国
六
年
一
月
一
日
・
一
九
一
七

年
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄︵
第
二
巻
・
第
五
号
︶
に
﹁
文
学
改
良
芻
議
﹂
と
い
う
題

名
の
論
文
と
し
て
寄
稿
さ
れ
た
︒
九
頁
に
及
ぶ
胡
適
の
論
文
を
受
け
て
︑
陳
独

秀
は
﹃
新
青
年
﹄︵
第
二
巻
・
第
六
号
︶︵
民
国
六
年
二
月
一
日
・
一
九
一
七
︶

に
﹁
文
学
革
命
論
﹂
を
四
頁
に
ま
と
め
て
発
表
し
た
︒
全
文
は
二
〇
〇
〇
文
字

近
く
に
達
す
る
︒ 

し
か
し
︑﹁
美
術
革
命
﹂
に
つ
い
て
は
第
一
巻
の
第
八
四
頁
か
ら
第
八
六
頁

の
僅
か
三
頁
の
中
で
︑﹁
絵
画
﹂︑﹁
美
術
﹂︑﹁
美
育
﹂
と
い
う
﹁
美
﹂
に
係
る

キ
ー
ワ
ー
ド
で
﹁
改
良
﹂︑﹁
革
命
﹂
を
論
じ
て
い
る
の
み
で
あ
る
︒︒ 

旧
い
も
の
を
否
定
し
新
し
い
も
の
︑
特
に
︑
当
時
に
あ
っ
て
は
西
洋
︵
近
代

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
︶の
思
想
や
科
学
を
積
極
的
に
受
け
容
れ
よ
う
と
す
る
比
較
的
極

端
な
思
想
や
行
動
が
見
ら
れ
た
の
は
事
実
で
︑例
え
ば
︑﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄

の
著
者
康
有
為
︵
一
八
五
八
～
一
九
二
七
︶
も
︑
戊
戌
維
新
︵
百
日
維
新
︶
運

動
の
失
敗
や
そ
の
後
の
日
本
を
経
由
し
た
海
外
亡
命
︑清
朝
の
刺
客
か
ら
追
わ

れ
た
十
六
年
間
︑中
華
民
国
成
立
後
に
帰
国
し
た
時
に
は
時
代
に
忘
れ
去
ら
れ

た
か
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
︒
た
だ
︑
そ
の
晩
年
に
著

さ
れ
た
と
さ
れ
る
思
想
書
︵﹃
大
同
書
﹄︶
と
絵
画
論(

﹃
萬
木
草
堂
藏
畫
目
﹄)

は
︑
そ
の
成
立
に
つ
い
て
疑
念
は
残
る
も
の
の
︑
各
々
歴
史
の
中
に
埋
も
れ
る

こ
と
な
く
︑
評
価
す
べ
き
思
想
︑
絵
画
観
︑
教
育
観
は
あ
っ
た
︒
以
下
に
引
用

す
る
の
は
︑
呂
澂
と
陳
獨
秀
の
﹁
美
術
革
命
﹂
に
関
す
る
通
信
で
あ
る
︒ 

 
 

 

﹁
美
術
革
命
﹂ 

貴
雜
誌
夙
以
改
革
文
學
為
宗
，
及
詩
歌
戲
曲
；
青
年
讀
者
，
感
受
極
深
，
甚

盛
甚
盛
。
竊
謂
今
日
之
詩
歌
戯
曲
，
固
宜
改
革
；
與
二
者
並
列
於
藝
術
之
美

術
；
凡
物
象
為
美
之
所
寄
者
，
皆
為
藝
術(A

rt)

。
其
中
繪
畫
彫
塑
建
築
三
者
，

必
具
一
定
形
體
於
空
間
，
可
別
稱
為
美
術(F

ine A
rt)

，
此
通
行
之
區
別
也
。

我
國
人
多
昧
於
此
，
嘗
以
一
切
工
巧
為
藝
術
，
而
混
稱
空
間
時
間
藝
術
為
美

術
，
此
猶
可
說
，
至
有
連
圖
畫
美
術
為
言
者
，
則
真
不
知
所
云
矣
。
尤
極
宜

革
命
。
且
其
事
亦  

貴
雜
誌
所
當
提
倡
者
也
。 

十
載
之
前
，
意
大
利
詩
人
瑪
梨
難
蒂
氏
，
刊
行
詩
歌
雜
誌
，
鼓
吹
未
來
新
藝

術
主
義
，
亦
但
肇
端
文
辭
，
而
其
影
響
首
著
於
繪
畫
彫
刻
。
今
人
言
未
來
派
，

至
有
忘
其
文
學
上
之
運
動
者
。
此
何
以
故
？
文
學
與
美
術
，
皆
所
以
發
表
思

想
與
感
情
，
為
其
根
本
主
義
者
惟
一
，
勢
自
不
容
偏
有
融
枯
也
。
我
國
今
日

文
藝
之
待
改
革
，
有
似
當
年
之
意
而
美
術
之
衰
弊
，
則
更
有
甚
焉
者
。
姑
就

繪
畫
一
端
言
之
，
自
昔
習
畫
著
，
非
文
士
即
畫
工
，
雅
俗
過
當
，
恆
人
莫
由

知
所
謂
美
焉
。 

近
年
西
畫
東
輸
，
學
校
肆
習
；
美
育
之
說
，
漸
漸
流
傳
。
乃
俗
士
騖
利
，
無

微
不
至
，
徒
襲
西
畫
之
皮
毛
，
一
變
而
為
艷
俗
，
以
迎
合
庸
衆
好
色
之
心
。

馴
至
今
日
，
言
繪
畫
者
，
幾
莫
不
推
商
家
用
為
號
招
之
仕
女
畫
為
上
。
其
自
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居
為
畫
家
者
，
亦
幾
無
不
以
作
此
類
不
合
理
之
繪
畫
能
。 

海
上
畫
工
，
惟
此
稀
畫
問
能
成
功
，
然
其
而
目
別
陰
陽
，
四
肢
不
稱
全
體
，

則
比
比
是
。
蓋
美
術
解
剖
學
，
純
非
所
知
也
。
至
於
畫
題
，
全
從
引
起
肉
感

設
想
，
尤
堪
嘆
息
。
充
其
極
必
使
恆
人
之
美
情
，
悉
失
其
正
養
，
而
變
思
想

為
逼
卑
鄙
齷
齪
足
而
後
巳
。
乃
今
之
社
會
，
竟
無
人
洞
見
其
其
非
反
，
容
其

立
學
校
，
刊
行
雜
誌
，
以
似
是
而
非
之
教
授
，
一
治
半
解
之
言
論
，
胎
害
青

年
。
此
等
畫
工
，
本
不
知
美
術
為
何
物
。
其
於
美
術
教
育
之
說
，
更
無
論
矣
。

其
刊
行
之
雜
誌
，
學
藝
攔
所
載
，
皆
拉
雜
俘
席
之
談
，
且
竟
有
直
行
，
抄
龔

以
成
者
，
又
雜
俎
載
盒
問
，
竟
謂
西
洋
畫
無
派
別
可
言
；
淺
學
武
斷
，
為
害

何
限
。
自
唐
世
佛
教
大
盛
後
，
我
國
雕
塑
與
建
築
之
改
革
，
亦
顛
可
觀
，
惜

無
人
研
究
之
耳
。 

一
若
美
育
之
事
，
即
在
斯
焉
。
嗚
乎
。
我
國
美
術
之
弊
，
蓋
莫
甚
於
今
日
，

誠
不
可
不
亟
加
革
命
也
。
革
命
之
道
何
由
始
；
曰
闡
明
美
術
之
範
圍
與
實
質
，

使
恆
人
曉
然
美
術
所
以
為
美
術
者
，
何
在
，
其
一
事
也
。
闡
明
有
唐
以
來
繪

畫
彫
塑
建
築
之
源
流
理
法
，
使
恆
人
知
我
國
古
之
美
術
如
何
，
此
又
一
事
也
。

闡
明
歐
美
美
術
之
變
遷
，
與
夫
現
在
各
新
派
之
真
相
，
使
恆
人
知
美
術
界
大

勢
之
所
趨
向
，
此
又
一
事
也
。
即
以
美
術
真
諦
之
學
說
，
印
證
東
西
新
舊
各

種
美
術
，
得
其
真
正
之
是
非
，
而
使
有
志
美
術
者
，
各
能
求
其
歸
宿
而
發
明

光
大
之
，
此
又
一
事
也
。
使
此
數
事
盡
明
，
則
社
會
知
美
術
正
途
所
在
，
視

聽
一
新
，
嗜
好
漸
變
，
而
後
陋
俗
之
徒
不
足
闢
，
美
育
之
效
不
能
期
矣
。 

然
提
倡
此
數
事
者
，
仍
屬
於
言
論
界
。
方
今
習
俗
輕
薄
，
人
事
洧
然
，
主
持

言
論
之
著
，
大
率
隨
逐
流
，
其
能
作
遠
大
計
，
而
涉
及
藝
術
問
題
者
，
獨
見

一
貴
雜
誌
耳
。
貴
雜
誌
其
亦
用
其
餘
力
，
引
美
術
革
命
為
已
責
，
而
為
第
二

之
意
大
利
詩
歌
雜
誌
乎
，
其
利
所
及
實
非
一
人
一
時
巳
。
雜
陳
鄙
意
，
幸
加

明
教
。
此
頌
撰
安
。 
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澂
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︑
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ズ
を
イ
タ
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社
会

に
持
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む
こ
と
で
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息
苦
し
い
イ
タ
リ
ア
社
会
を
改
革
し
よ
う
と
し
た

前
衛
芸
術
運
動
で
あ
っ
た
︒
た
だ
︑
呂
澂
は
そ
の
影
響
が
絵
画
︑
彫
刻
に
及
ん

だ
だ
け
で
︑
文
学
上
の
運
動
に
至
っ
て
お
ら
ず
︑
今
日
未
来
派
を
議
論
す
る
者

は
そ
の
文
学
上
の
影
響
を
忘
れ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
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ウ
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や
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・
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一
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～
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ど
が
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存
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あ
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た
が
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ズ
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体
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収
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三
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︶
に
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よ
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現
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と
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︑
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体
に
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も
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に
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て
も
︑
時
間
と
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の
中
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同
時
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な
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︑
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徴
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な
未
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レ
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擁
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ン
ス
の
詩
人
ギ
ヨ
ー
ム
・
ア
ポ
リ
ネ
ー
ル
︵
一
八
八
〇
～
一
九
一
八
︶
は
﹁
セ

ン
チ
メ
ン
タ
ル
で
未
熟
な
キ
ュ
ビ
ス
ト
の
模
倣
者
﹂
と
批
判
し
た
が
︑
彼
ら
は

実
際
に
は
ピ
カ
ソ︵
一
八
八
一
～
一
九
七
三
︶や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
ク︵
一

八
八
二
～
一
九
六
三
︶
な
ど
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
か
ら
学
ん
で
い
た
︒ 

未
来
派
の
芸
術
家
た
ち
の
一
部
は
︑好
戦
的
で
戦
争
や
破
壊
を
新
し
い
美
と

す
る
部
分
で
共
通
認
識
を
得
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
運
動
と
関
係
を
深
め
る
︒ 

一
九
二
二
年
︑共
産
主
義
の
文
化
組
織
が
主
催
す
る
未
来
派
の
展
覧
会
が
複
数

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
︒ 

従
っ
て
︑
呂
澂
﹁
一
若
美
育
之
事
﹂
の
所
謂
﹁
文
學
與
美
術
，
皆
所
以
發
表

思
想
與
感
情
，
為
其
根
本
主
義
者
惟
一
，
勢
自
不
容
偏
有
融
枯
也
。﹂
と
い
う

﹁
美
﹂
に
係
る
﹁
思
想
と
情
感
﹂
は
︑
突
き
詰
め
る
と
根
本
的
に
は
み
な
表
現

す
る
に
あ
た
っ
て
の
主
義
・
主
張
と
い
う
も
の
が
あ
り
︑
そ
の
主
義
は
惟
一
無

二
の
も
の
で
︑優
劣
の
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
の
は
自
明
の
理
が
あ
っ

た
︒
と
は
い
う
も
の
の
︑
未
来
派
の
活
動
や
表
現
の
主
体
は
美
術
︑
彫
塑
な
ど

造
形
空
間
芸
術
の
﹁
主
義
﹂
に
発
し
て
文
学
に
及
ん
で
お
り
︑
実
際
に
は
一
九

二
二
年
の
展
覧
会
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
︑呂
澂
の
指
摘
す
る
文
学
的
活
動
は
︑

詩
人
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
自
身
も
含
め
て
稍
も
す
れ
ば
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
︒
た
だ
︑
呂
澂
の
﹁
美
育
﹂
に
関
し
て
言
え
ば
︑
い
わ
ゆ
る
仏
教

芸
術
・
仏
教
美
術
全
般
の
是
非
に
関
わ
る
も
の
で
︑
未
来
派
の
コ
ピ
ー
で
は
な

く
︑
あ
く
ま
で
も
理
念
の
た
め
の
理
念
︑
理
論
の
た
め
の
理
論
と
し
て
︑
仏
閣

や
仏
像
の
美
に
対
す
る
改
革
・
改
良
意
識
を
取
り
戻
す
べ
き
こ
と
が
主
張
の
主

旨
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

こ
こ
で
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
や
未
来
派
を
論
じ
た
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄
誌
上
の
呂
澂

と
陳
獨
秀
の
存
在
は
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
・
絵
画
等
の
動
き
に
つ
い
て
よ
り

多
く
衆
目
さ
せ
︑
中
華
民
国
の
成
立
後
︵
一
九
一
二
︶︑
上
海
や
北
京
な
ど
に

美
術
学
校
が
設
立
さ
れ
て
︑﹁
学
校
派
﹂
と
呼
ば
れ
た
西
洋
画
や
日
本
画
を
学

ん
だ
画
家
た
ち
が
活
躍
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
︒
嶺
南
派
の
劉
海
粟
︵
一

八
九
六
～
一
九
九
四
︶は﹁
上
海
美
術
専
科
学
校
﹂︵
一
九
一
五
～
一
九
五
二
︶

を
設
立
︒
作
品
︑
理
論
と
も
に
海
外
の
経
験
を
最
も
生
か
し
て
西
洋
美
術
の
直

接
的
技
法
を
発
揮
し
た
の
は
徐
悲
鴻
︵
一
八
九
五
～
一
九
五
三
︶
で
︑
一
九
一

七
年
に
康
有
為
の
支
援
を
得
て
東
京
へ
渡
り
︑
そ
の
後
︑
更
に
康
有
為
の
紹
介

で
北
京
大
学
校
長
の
蔡
元
培
︵
一
八
八
六
～
一
九
四
〇
︶
を
訪
問
す
る
こ
と
に

な
る
︒ 

北
京
大
学
﹁
画
法
研
究
会
﹂
と
い
う
実
践
的
か
つ
実
験
的
な
組
織
は
こ
の
時

に
生
ま
れ
た
︒
そ
の
後
︑
教
育
部
の
資
金
援
助
を
得
て
国
費
留
学
生
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
︵
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
︶
に
留
学

し
た
徐
悲
鴻
は
︑
素
描
︑
油
画
を
学
び
︑
更
に
精
力
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
︑
ド
イ

ツ
︑
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
巡
っ
た
︒
則
ち
︑
中
期
～
後
期
の
未
来
派
の
活
動
に
直

接
的
︑
間
接
的
に
接
し
た
と
思
わ
れ
︑
そ
の
経
験
は
︑
帰
国
後
に
南
京
の
国
立

中
央
大
学
芸
術
系
主
任
︑
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
︑
中
央
美
術
学
院
院
長

と
し
て
中
国
に
開
花
さ
せ
た
︒ 

 

四 
陳
独
秀
の
美
術
革
命
論 

 

陳
独
秀
は
︑
呂
澂
に
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
︒ 
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︶
は
﹁
セ

ン
チ
メ
ン
タ
ル
で
未
熟
な
キ
ュ
ビ
ス
ト
の
模
倣
者
﹂
と
批
判
し
た
が
︑
彼
ら
は

実
際
に
は
ピ
カ
ソ︵
一
八
八
一
～
一
九
七
三
︶や
ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
ブ
ラ
ッ
ク︵
一

八
八
二
～
一
九
六
三
︶
な
ど
キ
ュ
ビ
ズ
ム
の
画
家
た
ち
か
ら
学
ん
で
い
た
︒ 

未
来
派
の
芸
術
家
た
ち
の
一
部
は
︑好
戦
的
で
戦
争
や
破
壊
を
新
し
い
美
と

す
る
部
分
で
共
通
認
識
を
得
た
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
政
治
運
動
と
関
係
を
深
め
る
︒ 

一
九
二
二
年
︑共
産
主
義
の
文
化
組
織
が
主
催
す
る
未
来
派
の
展
覧
会
が
複
数

回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
︒ 

従
っ
て
︑
呂
澂
﹁
一
若
美
育
之
事
﹂
の
所
謂
﹁
文
學
與
美
術
，
皆
所
以
發
表

思
想
與
感
情
，
為
其
根
本
主
義
者
惟
一
，
勢
自
不
容
偏
有
融
枯
也
。﹂
と
い
う

﹁
美
﹂
に
係
る
﹁
思
想
と
情
感
﹂
は
︑
突
き
詰
め
る
と
根
本
的
に
は
み
な
表
現

す
る
に
あ
た
っ
て
の
主
義
・
主
張
と
い
う
も
の
が
あ
り
︑
そ
の
主
義
は
惟
一
無

二
の
も
の
で
︑優
劣
の
偏
り
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
た
の
は
自
明
の
理
が
あ
っ

た
︒
と
は
い
う
も
の
の
︑
未
来
派
の
活
動
や
表
現
の
主
体
は
美
術
︑
彫
塑
な
ど

造
形
空
間
芸
術
の
﹁
主
義
﹂
に
発
し
て
文
学
に
及
ん
で
お
り
︑
実
際
に
は
一
九

二
二
年
の
展
覧
会
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
︑呂
澂
の
指
摘
す
る
文
学
的
活
動
は
︑

詩
人
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
自
身
も
含
め
て
稍
も
す
れ
ば
軽
視
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
か

も
し
れ
な
い
︒
た
だ
︑
呂
澂
の
﹁
美
育
﹂
に
関
し
て
言
え
ば
︑
い
わ
ゆ
る
仏
教

芸
術
・
仏
教
美
術
全
般
の
是
非
に
関
わ
る
も
の
で
︑
未
来
派
の
コ
ピ
ー
で
は
な

く
︑
あ
く
ま
で
も
理
念
の
た
め
の
理
念
︑
理
論
の
た
め
の
理
論
と
し
て
︑
仏
閣

や
仏
像
の
美
に
対
す
る
改
革
・
改
良
意
識
を
取
り
戻
す
べ
き
こ
と
が
主
張
の
主

旨
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
︒ 

こ
こ
で
マ
リ
ネ
ッ
テ
ィ
や
未
来
派
を
論
じ
た
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄
誌
上
の
呂
澂

と
陳
獨
秀
の
存
在
は
︑
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
美
術
・
絵
画
等
の
動
き
に
つ
い
て
よ
り

多
く
衆
目
さ
せ
︑
中
華
民
国
の
成
立
後
︵
一
九
一
二
︶︑
上
海
や
北
京
な
ど
に

美
術
学
校
が
設
立
さ
れ
て
︑﹁
学
校
派
﹂
と
呼
ば
れ
た
西
洋
画
や
日
本
画
を
学

ん
だ
画
家
た
ち
が
活
躍
し
た
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
︒
嶺
南
派
の
劉
海
粟
︵
一

八
九
六
～
一
九
九
四
︶は﹁
上
海
美
術
専
科
学
校
﹂︵
一
九
一
五
～
一
九
五
二
︶

を
設
立
︒
作
品
︑
理
論
と
も
に
海
外
の
経
験
を
最
も
生
か
し
て
西
洋
美
術
の
直

接
的
技
法
を
発
揮
し
た
の
は
徐
悲
鴻
︵
一
八
九
五
～
一
九
五
三
︶
で
︑
一
九
一

七
年
に
康
有
為
の
支
援
を
得
て
東
京
へ
渡
り
︑
そ
の
後
︑
更
に
康
有
為
の
紹
介

で
北
京
大
学
校
長
の
蔡
元
培
︵
一
八
八
六
～
一
九
四
〇
︶
を
訪
問
す
る
こ
と
に

な
る
︒ 

北
京
大
学
﹁
画
法
研
究
会
﹂
と
い
う
実
践
的
か
つ
実
験
的
な
組
織
は
こ
の
時

に
生
ま
れ
た
︒
そ
の
後
︑
教
育
部
の
資
金
援
助
を
得
て
国
費
留
学
生
と
し
て
フ

ラ
ン
ス
の
パ
リ
国
立
高
等
美
術
学
校
︵
エ
コ
ー
ル
・
デ
・
ボ
ザ
ー
ル
︶
に
留
学

し
た
徐
悲
鴻
は
︑
素
描
︑
油
画
を
学
び
︑
更
に
精
力
的
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
︑
ド
イ

ツ
︑
イ
タ
リ
ア
な
ど
を
巡
っ
た
︒
則
ち
︑
中
期
～
後
期
の
未
来
派
の
活
動
に
直

接
的
︑
間
接
的
に
接
し
た
と
思
わ
れ
︑
そ
の
経
験
は
︑
帰
国
後
に
南
京
の
国
立

中
央
大
学
芸
術
系
主
任
︑
中
華
人
民
共
和
国
成
立
後
は
︑
中
央
美
術
学
院
院
長

と
し
て
中
国
に
開
花
さ
せ
た
︒ 

 

四 

陳
独
秀
の
美
術
革
命
論 

 

陳
独
秀
は
︑
呂
澂
に
次
の
よ
う
に
回
答
し
た
︒ 
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本
誌
對
於
醫
學
和
美
術
，
久
欲
詳
論
，
只
因
為
沒
有
專
門
家
擔
任
，
至
今
還

未
說
到
，
實
在
是
大
大
的
缺
點
。
現
在
得
了
足
下
的
來
函
， 

對
於
美
術-

特

於
繪
畫
一
項-

議
論
透
闢
，
不
勝
大
喜
歡
迎
之
至
。
足
下
能
將
對
於
中
國
現
在

制
作
的
美
術
品
詳
加
評
論
，
寄
贈
本
誌
發
表
，
引
起
社
會
的
討
論
，
那
就
越

發
感
謝
了
。
說
起
美
術
革
命
來
，
鄙
人
對
於
繪
畫
，
也
有
點
意
見
，
早
就
想

說
了
，
如
今
籍
著
這
個
機
會
，
正
好
發
表
出
來
，
以
供
國
內
畫
家
的
討
論
。 

若
想
把
中
國
畫
改
良
，
先
要
改
王
畫
的
命
。
因
為
改
良
中
國
畫
，
斷
不
能
不

採
用
洋
畫
寫
實
的
精
神
。
這
是
甚
麼
理
由
呢
。
鄙
如
文
學
家
必
用
寫
實
主
義
，

才
能
夠
採
古
人
的
技
術
，
發
揮
自
己
的
天
才
，
做
自
己
的
文
章
，
不
是
鈔
古

人
的
文
章
。
畫
家
也
必
須
用
寫
實
主
義
，
才
能
夠
發
揮
自
己
的
天
才
，
畫
自

己
的
畫
，
不
落
古
人
的
窠
臼
。
中
國
畫
在
南
北
宋
及
之
初
時
代
，
那
描
摹
刻

畫
人
物
禽
獣
樓
臺
花
木
的
功
夫
還
有
點
寫
實
主
義
相
近
。
自
從
學
士
派
鄙
薄

院
，
專
重
寫
意
，
不
商
肖
物
，
這
種
風
氣
，
一
倡
於
元
末
的
倪
黃
再
提
倡
於

明
代
的
文
沈
到
了
清
朝
的
三
王
更
是
變
本
加
厲
，
人
家
說
王
石
谷
的
畫
是
中

國
畫
的
集
大
成
，
我
說
王
石
谷
的
畫
是
倪
黃
文
沈
一
派
中
國
惡
畫
的
總
結
束
。

譚
叫
天
的
京
調
，
王
石
谷
的
山
水
，
是
北
京
城
裏
人
的
兩
大
迷
信
，
是
神
聖

不
可
侵
犯
的
，
是
不
許
人
說
半
句
不
好
的
。
繪
畫
雖
然
是
純
藝
術
的
作
品
，

總
也
要
有
創
作
的
天
才
，
和
描
寫
的
技
能
表
現
，
能
表
現
一
種
藝
術
的
美
才

算
是
好
。
我
家
所
藏
和
見
過
的
王
畫
不
下
二
百
多
件
，
內
中
有
﹁
畫
題
﹂
不

到
十
分
之
一
，
大
概
都
用
那
﹁
臨
﹂﹁
摹
﹂﹁
仿
﹂﹁
墲
﹂
四
大
本
領
，
複
寫
古

畫
，
自
家
創
作
的
，
簡
直
可
以
說
沒
有
，
這
就
是
王
派
留
在
畫
界
最
大
的
惡

影
響
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

到
了
後
來
的
揚
州
八
怪
，
還
有
自
由
描
寫
的
天
才
，
社
會
上
卻
看
不
起
他
們
，

卻
把
王
畫
當
作
畫
學
正
宗
。
說
起
描
的
寫
技
能
來
，
王
派
畫
不
但
遠
不
及
宋

元
，
并
趕
不
上
同
時
的
吳
墨
并
︵
呉
是
天
主
教
徒
，
他
畫
法
的
佈
景
寫
物
，

頗
受
了
西
洋
畫
的
影
響
︶
，
像
那
樣
的
畫
學
正
宗
，
像
這
樣
的
社
會
上
盲
目

崇
拝
的
偶
像
，
若
不
打
到
，
實
是
輸
入
寫
實
主
義
，
改
良
中
國
畫
的
最
大
障

礙
。
至
於
上
海
新
流
行
的
仕
女
畫
，
他
那
幼
稚
和
荒
謬
的
地
方
，
和
男
女
坼

黨
演
的
新
戲
，
和
不
懂
西
文
的
桐
城
派
古
文
宗
譯
的
小
說
，
好
像
是
一
母
所

生
的
三
個
怪
物
。
要
把
這
三
個
怪
物
當
作
新
文
學
，
不
禁
為
新
文
藝
放
聲
一

哭
。
此
覆
還
求
賜
教
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

獨
秀 

 

陳
独
秀
は
こ
の
呂
澂
の
美
術
改
良
に
対
し
て
︑﹁
臨
﹂﹁
摹
﹂﹁
仿
﹂﹁
墲
﹂︵
技

法
標
語
︶
を
繰
り
返
し
用
い
る
清
朝
王
石
谷
ら
の
絵
画
を
﹁
悪
画
﹂
の
総
決
算

で
あ
る
と
一
蹴
し
︑
人
々
は
倪
・
黃
・
文
・
沈
の
絵
画
を
中
国
絵
画
の
集
大
成

と
い
う
が
︑
ま
っ
た
く
賛
同
で
き
な
い
︒
揚
州
八
怪
が
唯
一
自
由
に
そ
の
天
才

を
発
揮
し
た
が
︑世
の
中
は
却
っ
て
彼
ら
を
見
下
し
て
や
は
り
王
画
を
絵
画
の

正
当
と
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
︑と
悲
嘆
す
る
︒王
時
敏
︑王
鑑
︑王
翬︵
石

谷
︶︑
王
原
祁
な
ど
清
末
民
初
の
四
王
批
判
は
技
法
論
も
含
め
て
︑
康
有
為
︑

呂
澂
︑
陳
独
秀
と
も
に
ほ
ぼ
同
じ
方
向
を
向
い
て
い
た
と
言
え
る
︒ 

 

﹁
以
美
育
代
宗
教
説
﹂︵
美
育
で
宗
教
に
代
え
る
説
︶を
論
じ
た
蔡
元
培
は
︑

﹁
五
育
﹂︵
軍
国
民
教
育
・
実
利
主
義
教
育
・
公
民
道
徳
教
育
︑
世
界
観
教
育
・

美
感
教
育
︶
を
唱
え
た
が
︑
こ
の
中
の
﹁
美
感
教
育
﹂︵﹁
美
育
﹂︶
は
蔡
元
培

の
思
想
の
な
か
で
も
特
徴
的
な
も
の
で
︑
そ
の
評
価
は
分
か
れ
る
︒
蔡
元
培
は

こ
の
理
論
を
一
九
一
七
年
の
北
京
神
州
学
会
の
講
演
原
稿
と
し
て
書
き
下
ろ

し
︑
の
ち
雑
誌
﹃
新
青
年
﹄
八
月
号
に
発
表
し
て
い
る
︒ 

 

仏
学
者
呂
澂
と
陳
独
秀
︑
蔡
元
培
の
関
係
性
は
明
ら
か
で
︑﹁
美
育
﹂﹁
美
感
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本
誌
對
於
醫
學
和
美
術
，
久
欲
詳
論
，
只
因
為
沒
有
專
門
家
擔
任
，
至
今
還

未
說
到
，
實
在
是
大
大
的
缺
點
。
現
在
得
了
足
下
的
來
函
， 

對
於
美
術-

特

於
繪
畫
一
項-

議
論
透
闢
，
不
勝
大
喜
歡
迎
之
至
。
足
下
能
將
對
於
中
國
現
在

制
作
的
美
術
品
詳
加
評
論
，
寄
贈
本
誌
發
表
，
引
起
社
會
的
討
論
，
那
就
越

發
感
謝
了
。
說
起
美
術
革
命
來
，
鄙
人
對
於
繪
畫
，
也
有
點
意
見
，
早
就
想

說
了
，
如
今
籍
著
這
個
機
會
，
正
好
發
表
出
來
，
以
供
國
內
畫
家
的
討
論
。 

若
想
把
中
國
畫
改
良
，
先
要
改
王
畫
的
命
。
因
為
改
良
中
國
畫
，
斷
不
能
不

採
用
洋
畫
寫
實
的
精
神
。
這
是
甚
麼
理
由
呢
。
鄙
如
文
學
家
必
用
寫
實
主
義
，

才
能
夠
採
古
人
的
技
術
，
發
揮
自
己
的
天
才
，
做
自
己
的
文
章
，
不
是
鈔
古

人
的
文
章
。
畫
家
也
必
須
用
寫
實
主
義
，
才
能
夠
發
揮
自
己
的
天
才
，
畫
自

己
的
畫
，
不
落
古
人
的
窠
臼
。
中
國
畫
在
南
北
宋
及
之
初
時
代
，
那
描
摹
刻

畫
人
物
禽
獣
樓
臺
花
木
的
功
夫
還
有
點
寫
實
主
義
相
近
。
自
從
學
士
派
鄙
薄

院
，
專
重
寫
意
，
不
商
肖
物
，
這
種
風
氣
，
一
倡
於
元
末
的
倪
黃
再
提
倡
於

明
代
的
文
沈
到
了
清
朝
的
三
王
更
是
變
本
加
厲
，
人
家
說
王
石
谷
的
畫
是
中

國
畫
的
集
大
成
，
我
說
王
石
谷
的
畫
是
倪
黃
文
沈
一
派
中
國
惡
畫
的
總
結
束
。

譚
叫
天
的
京
調
，
王
石
谷
的
山
水
，
是
北
京
城
裏
人
的
兩
大
迷
信
，
是
神
聖

不
可
侵
犯
的
，
是
不
許
人
說
半
句
不
好
的
。
繪
畫
雖
然
是
純
藝
術
的
作
品
，

總
也
要
有
創
作
的
天
才
，
和
描
寫
的
技
能
表
現
，
能
表
現
一
種
藝
術
的
美
才

算
是
好
。
我
家
所
藏
和
見
過
的
王
畫
不
下
二
百
多
件
，
內
中
有
﹁
畫
題
﹂
不

到
十
分
之
一
，
大
概
都
用
那
﹁
臨
﹂﹁
摹
﹂﹁
仿
﹂﹁
墲
﹂
四
大
本
領
，
複
寫
古

畫
，
自
家
創
作
的
，
簡
直
可
以
說
沒
有
，
這
就
是
王
派
留
在
畫
界
最
大
的
惡

影
響
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

到
了
後
來
的
揚
州
八
怪
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還
有
自
由
描
寫
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才
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上
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学
者
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と
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︑
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性
は
明
ら
か
で
︑﹁
美
育
﹂﹁
美
感
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教
育
﹂の
実
践
者
と
し
て
は
︑画
家
徐
悲
鴻
に
席
を
譲
ら
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
︒ 

 
注 ︵

注
１
︶ 

拙
稿
﹁
康
有
為
の
絵
画
論
﹂︵﹃
中
国
文
化
﹄
研
究
と
教
育―

漢
文
学

会
会
報 ―
四
十
九
号
三
十
九
頁
～
五
十
頁
・
一
九
九
一
・
大
塚
漢
文

学
会
・
筑
波
大
学
文
芸
言
語
学
系
内
︶
参
照
︒ 

吳
佳
靜
著
﹁
民
初
﹁
畫
學
衰
落
﹂
論
述
的
產
生
與
變
遷─

以
康
有
為

︽
萬
木
草
堂
藏
畫
目
︾
為
核
心
﹂︵﹃
國
立
臺
灣
師
範
大
學
﹄
美
術
學

系
碩
士
論
文
集
所
載
参
照
︒ 

https://etds.lib.ntnu.edu.tw/thesis/detail/1e15a2cee8852f
9\f7a1da2b902af8eb/ 2024/9/10 

︵
注
２
︶ 

日
本
の
本
山
は
︑
薬
師
寺
と
興
福
寺
と
清
水
寺
︒
清
水
寺
は
︑
一
九

六
五
年
に
北
法
相
宗
と
し
て
離
脱
し
︑
現
在
は
︑
薬
師
寺
と
興
福
寺

の
二
寺
院
︒︒
開
祖
は
︑
三
蔵
法
師
と
し
て
有
名
な
﹁
玄
奘
﹂
が
︑
イ

ン
ド
の
唯
識
を
中
国
に
伝
え
︑
そ
の
弟
子
の
﹁
窺
基
﹂
と
通
称
さ
れ

る
慈
恩
大
師
窺
基
が
開
い
た
の
が
法
相
宗
で
あ
る
︒
ま
た
︑
呂
澂
の

兄
は
画
家
の
呂
鳳
子︵
一
八
八
六
～
一
九
五
九
︶︒語
学
者
呂
叔
湘︵
一

九
〇
四
～
一
九
九
八
︶
の
親
族
で
あ
る
︒
呂
澂
の
﹁
美
育
﹂
や
美
術

革
命
に
関
す
る
理
論
は
︑
そ
の
親
族
・
家
庭
環
境
の
影
響
や
素
因
も

大
き
か
っ
た
と
言
え
る
︒ 

︵
注
３
︶
人
民
网
﹁
康
有
為
手
書
長
卷
現
身
南
海
博
物
館 

約1.5

萬
字
﹂ 

http://culture.people.com
.cn/BIG

5/n/2013/1224/c17231

823935529.htm
l 

2024/09/08 
(

注
４)

こ
の
序
文
は
︑
一
九
一
八
年
五
月
十
四
日
︑
徐
悲
鴻
が
二
十
三
歳
の
年

﹁
北
京
大
学
画
法
研
究
会
﹂
の
席
上
で
行
っ
た
講
演
﹃
中
国
画
改
良
之

方
法
﹄
で
述
べ
た
西
洋
絵
画
に
準
じ
る
﹁
写
実
主
義
﹂
の
理
念
と
実
践

方
法
に
そ
の
主
旨
が
相
応
す
る
︒
ま
た
︑
こ
れ
に
先
ん
じ
て
清
朝
考
証

学
者
顧
炎
武
︵
一
六
一
三
～
一
六
八
二
︶
が
﹃
日
知
録
﹄
巻
二
十
一
で

指
摘
し
た
近
人
と
古
人
の
﹁
畫
學
﹂
論
の
違
い
︑
則
ち
﹁
寫
意
﹂
を
廃

し
て
元
代
の
絵
画
に
復
古
す
べ
き
と
の
考
証
学
的
指
摘
は
看
過
で
き

な
い
︒ 

(

注
５)

﹁
文
学
革
命
八
条
件
﹂
は
︑
一
︑
内
容
の
あ
る
こ
と
を
語
る
︵
須
言
有

物
︶︒
二
︑
古
人
の
模
倣
を
し
な
い
︵
不
摹
倣
古
人
︶︒
三
︑
文
法
を

重
ん
じ
る
︵
須
講
求
文
法
︶︒
四
︑
無
病
の
呻
吟
を
し
な
い
︵
不
作
無

病
之
呻
吟
︶︒
五
︑
陳
腐
な
言
葉
を
用
い
な
い
︵
務
去
濫
調
套
語
︶︒

六
︑
典
故
を
用
い
な
い
︵
不
用
典
︶︒
七
︑
対
句
を
重
ん
じ
な
い
︵
不

講
對
仗
︶︒
八
︑
俗
字
俗
語
を
避
け
な
い
︵
不
避
俗
字
俗
語
︶︒ 

︵
注
６
︶
森
鷗
外
﹃
未
来
派
宣
言
原
題
﹄
一
九
〇
九
年
三
月
十
二
日―

未
来
主

義
の
宣
言
十
一
箇
条
︒
初
出―

一
九
〇
九
年
二
月
二
十
日
︵
フ
ィ
ガ

ロ
紙
︶
翻
訳
初
出―

一
九
〇
九
年
三
月
十
二
日
︶︒
出
典
﹃
森
鴎
外―

椋
鳥
通
信
︵
上
︶﹄︵
岩
波
書
店
・
二
〇
一
四
年
︒︶ 

︵
注
７
︶イ
タ
リ
ア
未
来
派
の
先
駆
者
︑ウ
ン
ベ
ル
ト
・
ボ
ッ
チ
ョ
ー
ニ
の﹃
空

間
に
お
け
る
連
続
性
の
唯
一
の
形
態
﹄
ブ
ロ
ン
ズ
作
品
参
照
︒ 

https://www.artizon.m
useum

/collection/category/detail/3
02 

2024/09/08 
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